
フィート・インチ方式

２６３６

２フィート ６インチ幅
（７６２ミリ）

３フィート ６インチ高
（１０６７ミリ）

インチ方式…３０４２
読み方→３０インチ幅 ４２インチ高

（７６２ミリ） （１０６７ミリ）
フィート・インチ方式…２６３６
読み方→２フィート ６インチ幅

３フィート ６インチ高
（７６２ミリ） （１０６７ミリ）

注意 表示されている数字は違って
も、日本のメーターに換算すると同
じ長さになります。発注先の窓メー
カーがどちらの方式なのか、必ず確
認してください。届いてから気がつ
いても、手遅れです。

３．壁厚の寸法出しと
窓の厚さ

米国の壁の厚さ、つまり２×４（呼
称寸法）もしくは２×６（呼称寸法）
の間柱に合わせて作られています。
実際の寸法は、何年にもわたる製材
節約の結果、縮小した寸法に統一さ
れています。（参照：データ１）
米国では、壁の厚さは次の方法で
算出しています。

データ１

間柱の基準サイズ（実寸法）
呼称寸法 実寸法
２×４ １．５インチ×３．５インチ
（３８ミリ） （８９ミリ）
２×６ １．５インチ×５．５インチ
（３８ミリ） （１４０ミリ）

データ２

窓の厚さの標準寸法
４―９／１６インチ（１１６ミリ）
６―９／１６インチ（１６７ミリ）

〈壁厚の寸法出し〉
外壁下地材＋間柱＋内装石膏ボード
＝壁厚の寸法
０．５インチ（１２ミリ）

２×４材（８９ミリ）
２×６材（１４０ミリ）
＊参照：データ１

０．５インチ（１２ミリ）
４．５インチ（１１４ミリ）
６．５インチ（１６５ミリ）

窓の厚さの標準寸法
標準的な窓は、壁厚より１／１６イ
ンチ（１．６ミリ）厚く作られていま
す。これは、縦枠が壁よりわずかな
がらも出ていたほうが、額縁を回す
時に取付けが簡単になるからです。
間柱材が曲がって壁が少々ゆがんで
いても、この余分なはみ出しがその
ギャップを解消してくれます。
この窓の縦枠の厚さは、通常のツ
ーバイフォー住宅であればどこでで
も適応できます。もちろん、違った
厚みの窓もあり、それらはスティー
ルハウスの間柱やコンクリート住
宅、コンクリートブロック住宅で使
われたりします。特別なサイズの対
応も可能ですが、その際は特注単価
が加算されます。

注意事項
１．水切り――木製窓、樹脂製窓
２．ラフ開口部と窓幅の決め方
３．延長枠の活用

１．水切り
――木製窓、樹脂製窓

●木製窓
木製窓においては特別仕様の金属
製もしくは樹脂製の上部水切りが必
要になります。メーカーによっては、
これらの水切りを窓本体と一緒に提
供しているところもあります。もし
そうでなければ、板金工場で作って
もらうと良いでしょう。
●樹脂製窓
樹脂製は、特に上部水切りは要り
ません。その理由は、上部枠と縦枠
が熔接されており、水が入らないか
らです。

２．ラフ開口部と窓幅の
決め方

ラフ開口の寸法出しは、標準的な
サイズがないため、少々難しいかも
しれません。
あるメーカーは「２０２０」と窓を
呼ぶとき、２２インチ×２２インチ（５５９
ミリ×５５９ミリ）を指します。商品
カタログで開口部の寸法を表示して
いる会社もあります。
通常、開口部の寸法は、窓枠より
１／２インチ（１２ミリ）大きく
します。ほとんどのメーカーは、
表記上の寸法より１／２インチ
（１２ミリ）小さく作っています。
例えば、「２０２０」の窓（２４
インチ×２４インチ、６１０ミリ×
６１０ミリ）なら、実際には２３－
１／２インチ×２３－１／２イン
チ（５９７ミリ×５９７ミリ）で作
られており、この窓の開口部は
２０２０、もしくは表記されてい

る寸法になります。これにより、両
側には１／４インチ（６ミリ）、上
部には１／２インチ（１２ミリ）の余
裕が生まれ、窓位置の調整が可能に
なります。
すべての窓がこのようなわけでは
ないので、窓メーカーに尋ねるのが
一番でしょう。
【注意】 通常、表記寸法より１／
２インチ（１２ミリ）小さく窓を作っ
ています。

データ３

〈通常の場合――２０２０の例〉
表記寸法 実寸法
２０２０ ２４インチ× ２４インチ

（６１０ミリ） （６１０ミリ）
開口部と窓との空間
・左右両側 ０．２５インチ（６ミリ）
・上部 ０．５インチ（１２ミリ）

３．「延長枠」の活用

窓枠が石膏ボードまで届かない場
合、どうするのか輸入窓は２×４、
２×６の構造壁に合わせて作ってい
ます。従って、輸入窓の縦枠や窓枠
の幅を、日本の在来工法にぴったり
くるように調整する方法を確立する
必要があります。
ツーバイフォー工法と軸組工法で
は、壁の厚さが違います。（参照：
データ３）
この差１６ミリが、そのまま輸入窓
の「枠幅の不足」となります。窓枠
と石膏ボードの見切りとの隙間を覆
う「拡張枠」を作る必要が出てきま
す。
米国でも、標準寸法と違うサイズ
の壁を作る時、延長枠を作ります。
通常、この延長枠は注文すればどん
な寸法にも窓メーカーが作ってくれ
ます。拡張枠は窓に取付けてない、
外れた状態で現場まで送られます。
米国では、窓がはめ込まれ、ドライ
ウォール作業が終了してから、仕上
げ大工がこの延長枠と額縁を取付け
ています。
また額縁を取付けるにあたって、
この延長枠を現場で、仕上げ加工製
材から作ることも可能です。ただし、
この製材は四面がすべてきれいにな
っていなければいけません。このタ
イプの製材を米国では「Ｓ４Ｓ」と
呼んでいます。
この材料は、正確な幅にテーブル
ソーで縦引かれ、窓枠に釘打ちしま
す。この方法ですと、延長枠が必要
な幅に正確に作ることができるので
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